
























2日実施）においては、suunto t3d training manager（以下 t3d）、


















　TP 使用感について、ベルトとレシーバーは t3d を使用した。ノート
PC に TP を接続し、100m の受信し心拍数をリアルタイムで最大40
名まで表示可能であることから、今回の測定では装着者すべての心拍数
を問題なく確認することができた。フィードバックについては PC 上で
リアルタイムで装着者全員の心拍数をフィードバックできることが大き
なメリットであった。指導者という視点から、装着者の状況を把握する
ことができ、適切なタイミングで声掛けや休息を入れる事が可能であった。
おわりに
　以上の結果から、測定に際して、参加者の年齢、競技レベル等の対象
者、授業時、公開講座等の実施形態、測定者の必要とする情報、装着者
の望む情報等を考慮し、装着者の情報入力の有無、コーディングの可否
など機種の特徴を理解して目的に合わせて選択する必要がある。また、
フィードバック用紙についてそれぞれのソフトウェアによって最高心拍
数の設定や運動強度の評価の仕方など方法が異なるため、注意しなけれ
ばならない。各機種とも生データを抽出できることから、対象者に合わ
せたフィードバック用紙を作成することも可能である。今後も対象者、
競技種目を広げ測定を行い、報告を行う予定である。
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